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Zoomウェビナー
講師 :立命館守山中学校・高等学校 教諭

   田辺  記子 氏

第12回 アスクル学術会セミナー事務局

TEL:03-1234-1111
ご 予 約
お問い合わせ

木

現場の｢声｣から考える 高校探究学習の意義とは
～ リツモリ 6年目の授業実践から ～

新学習指導要領の改訂では、興味のあるテーマに基づいて問いを
立て、深く掘り下げる「探究」が導入され、高校教育が変化してき
ています。このような時代に、大学教育はどこに向かうべきか。
特に、「探究」授業を受けた高校生の大学教育への接続をどのよう
に考えていけばよいのか。内容や方法論の検討が喫緊の課題となっ
ています。この度、立命館守山高等学校の取り組み例をもとに、
「探究」の現状と課題について、ご講演いただきます。カリキュラ
ムや教育方法の工夫を含めた高大接続教育の見直しや今後の大学教
育のあり方を考えます。

兵庫大学 FD・SDオフィス
〒675-0195 兵庫県加古川市平岡町新在家 2301
TEL:079-427-6601(平日9：00〜17:00 担当:西岡)

Eメール：fdkoukai@hyogo-dai.ac.jp

高校地歴・公民科教諭。GL（グローバル）コース主任。立命館大学
教職大学院の1期生として現職派遣。2019年度より「共創探究科」
を設置し、以降、共創探究科主任も兼務。グローバルAPという探究
授業を担当。FM京都αステーションの「My Discovery Project」を
昨年全6回担当し生徒の探究活動について社会への普及活動に
取り組んでいる。

日 時

◇ 申込み
 QRコードをクリックもしくは読取
【内容】氏名、所属団体・職名他

◇ 期限
 10月31日（金）締切

◇ お問い合わせ 

クリック

https://zoom.us/webinar/register/WN_az0TUgYjR2CVx0dLgfjsFw
https://zoom.us/webinar/register/WN_az0TUgYjR2CVx0dLgfjsFw
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